岩手県立大学創設に参画して : 基礎教養、体系的教育、人間教育を求めて (退職教員からのメッセージ) by 細江 達郎

























































































































































  2　その時の思いの一端は、細江「創刊の言葉」Liberal arts 1 －ⅰ 2007. １．に記しています。
－ 4 1 －
また別な体系から整理ができることも学生に話をして
いました。なかなか最近の学生には受け入れてもらえ
なかったのですが、ちょうど最近「本を読まない人間
はサルである」というコマーシャルが新聞に出ていた
のを援用するなど、読書の意義もいつも強調しており
ました。inspire は簡単ではありませんが、私の研究
はフィールドワーク系の社会心理学ですので、学生に
は現地や現場にでること、直接と人と会うことを進
め、またさまざまな作業の中で学生が役割を担っても
らうこと、学生に任せることを意識してやってきまし
た。人は自分が理解している認知の枠組みをあまり飛
び越えたものではなく、すぐ上のレベルものを提示さ
れればやる気が起き学習も進むといわれています。以
前の大学でも県立大学もそうした役割を担った学生が
驚くほど成長していくのを括目してみることは少なく
ありませんでした。本学は実習など現場にでる機会が
多いので、そうした成長は先生方も感じていることで
しょう。実習や実体験は感動的であり、そのインパク
トは少なくありません。しかし、ややもするとそれが
本筋になってしまう危惧があります。学生にそうした
体験や経験は単なる一部であり、個々の経験を位置づ
けることのできる体系を持つために知識能力を身に着
けることが大学で学ぶ意味であることを繰り返し指摘
する必要があります。実際は膨大な読書を背景に時代
背景の中、寺山修司が著した“書を捨てよ、町に出よ
う”をもじった、畏友の佐藤郁哉君のベストセラー
「フィールドワーク」（新曜社）の副題“書をもって
街にでよう”を若き学徒に送りたいと思います。
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